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陰茎に発生 した Bowenoid papulosis の1例
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A CASE OF BOWENOID PAPULOSIS OF THE PENIS

Yoshihito  IwAl, Katsuyuki SOMEYA, Kenji Moriya, 

  Hitoshi KOBAYAKAWA and Takeshi OHYAMA 
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   A 44-year-old man, who was seen for further examination of macroscopic hematuria, was 
found to have black eruptions on the penis and the scrotum. These eruptions appeared benign 
clinically, but on histological examination they showed the features of Bowen's disease. These 
eruptions were diagnosed as Bowenoid papulosis and were successfully treated with 5-FU cream. 
Twenty five cases of Bowenoid papulosis observed in men have been reported in Japan. Although 
Bowenoid papulosis is characterized by the histopathologic conditions of Bowen's disease, the le-
sions of Bowenoid papulosis differ clinically from those of Bowen's disease in several respects: 
onset at earlier average age, multiplicity of lesion, lack of associated symptoms, smaller size of 
the lesion, clinical morphologic features and possible spontaneous regression. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 517-521, 1989)
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緒 言

Bowenoidpapulosisは 外陰部 に好発 し,組 織学

的にはBowen病 と同様の像 を 示 しな が ら臨床 的に

はBowen病 と異 なる像を呈す る きわ め て稀な疾患

であるD.本 症 は好発部位 より泌尿器科の診察におい

て最初に遭遇する機会は多い と考 え られ るが,実 際に

は泌尿器科領域での報告は少ない.著 者 は,最 近,44

歳男子 で肉眼的血尿の精査 目的にて来 院 し,陰 茎お よ

び陰嚢 部に黒色 の皮疹を認め,Bowenoidpapulosis

と診断 しえた1例 を経 験 したので報告す ると共に,若

二1二の文献的考察を加えた.

症

患 老:44歳,男 性

初 診:1984年ll月27日

主 訴:肉 眼 的 血 尿

例

家族歴:特 記す べきことな し

既往歴:20歳 時,腸 閉塞にて手術 を施行 され る.30

歳時,左 尿管結石に て手術を施行され る.43歳 時,ア

ル コール性肝炎,糖 尿病を指摘 され る.

現病歴 ・1984年2月 頃 よ り無症候性 の肉眼的血尿を

認め,4月 に十三市民病院を受診 し,膀 胱 鏡 ・排泄性

腎孟造影な どの検 査にて左腎出血 と診 断 され,腹 部血

管造影 目的に てll月27日 当科転院 とな った.

現症:体 格,栄 養良好.眼 瞼結膜に貧血 な く,眼

球結膜に黄染認めず.胸 腹部理学的所見に異常を認め

ず.外 陰部,会 陰部には恥丘 よ り陰茎にかけて乳 頭腫

状の皮疹が数個散在 し,恥 丘 より陰茎,陰 嚢に黒 色扁

平疹丘 を数個認め,肛 門周囲に は尖圭 コ ンジロームが

観察 された.こ れ らの丘疹 の表面は平滑でやや光沢が

あ った(Fig.1).鼠 径部 リンパ節は触知 しなか った.

入 院時検査成績:血 沈1時 間値2mm,2時 間値5

mm,RBC500×104mm3,Hb15.79/dl,Ht47.7
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Fig.1. Dceplypigmentedflatandslightly

raiscdpapu豆esonthepenis

Fig。2.Excretoryurogramshowselongation

anddeformityoflefしrenalmiddle

calyx

%,wBc6700/mme,(bas3%,eos4%,stab

2%,seg52%,lym33%,mono6%)TP6.7

9/dl,Alb4.og/dl,GoT371u/l,GPT52

1u/l,AIPII.oKAu,LDH2571u/l,γ 一GTP54

Ju/l,Na139mEq/l,K4・1mEq/1,cllo2mEq/1,

Ca4.4mEq/1,P3.2mg/dl,BuN15mg/dl,uA

6.1mg/dl,s-cro.9mg/dl,血 糖 値136mg/dl,

ASLO80,CRP(一),RA(+),HBs抗 原(+),

Wa.R(一),TPHA(一).

尿 検 査 所 見:赤 褐 色 混 濁,pH6.O,糖(一),蛋 白

(一),潜 血(UL),沈 渣RBC(トl!),WBC(一),

Ytt

Fig.3. Abiopsyspccimentakenfromoneof

thcpen三1cpapulcsshowsepidermal

hyperplasiaandlossofpolarity.The

dermoepiderma】basementmembrane

areintact(hematoxylinandeosin,

x60).

Fig.4.Thisclose-upofFig.3showsindividual

cellkeratinization,mitoticfiguresand

三ncreasednuclearcytoplasmicratio

(hematoxylinandeosin.×200).

上皮細胞O-1/hpf,尿 培養 陰性,尿 細胞診Papani-

colaouclass1.

膀胱 鏡所見:膀 胱 内には異常を認めないが,左 尿管

口よ り赤褐色混濁尿 の流 出を認めた.

x線 学的所見:腎 尿管膀胱部単純撮影 にて結石 陰影

を認めず,排 泄性 腎孟造影 では,左 腎の腎孟の延長お

よび中腎杯の軽度 の変形を 認めたが(Fig.2),腹 部

CTス キ ャンでは,左 腎に異常を認めず,腎 動脈造影 で

は,腫瘍血管 ・動静脈奇形な どの異常を認めなか った.

以上 より特発性腎出血 と診 断 し,止 血剤の投 与,お

よび2%硝 酸銀に よる左腎杯焼 灼にて左腎出血は消失

した.

一方
,陰 茎部陰嚢部に認めた黒色の皮疹について生

検を施行 した.

病理 組織学的所見 ・弱拡大像 では,表 皮は肥厚 し,

重層禰平上皮 と して の層形成を失 っているが,こ れ ら

の表皮細胞 が基底膜 を破 って間質へ浸潤 して いる所見
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は認めなか った(Fig.3).強 拡大像 では,表 皮細胞

は,核 が大型 で,ク ロマチ ンが増 量 し,核 分裂 してい

るものも認め られ,異 常角 化細胞 も散見 され,Bowen

病の組織像を皇 した(Fig.4).

・治療 お よび経過:以 上の臨床像 ,病 理組織像,電 顕

像 よ りBowenoidpapulosisと 診断 し,5FUを 塗布

した ところ,黒 色の 皮疹は槌色 し,消 槌傾向を示 し

た1

考 察

Bowenoidpapulosisは,1970年Lloid2)が,組

織 学的 に はBowen病 と 同様 の像 を 示 し なが ら臨 床 的

にはBowen病 と異 な る像 を 呈 した22歳 男 子 の 鼠 径 部

の皮 疹 に 対 して,multicentricpigmentcdBowen,s

diseaseと して発 表 した の が 最初 で あ る.そ の 後1972

年 に はFriedr三ch3)が,妊 娠7ヵ 月 で 両側 大陰 唇 に 黒

褐色 丘疹 が 多 発 し分 娩4カ 月 で 自然 消槌 した15歳 女 子

の皮疹 を,reversibIevulvaatypiaと して報 告 し,

1973年 に はSkinnerら4)は,分 娩2ヵ 月後 に 両 側 大

陰 唇 に 黒褐 色 丘 疹 が 多 発 し6ヵ 月 後 に 自然 消槌 した15

歳 黒 人 女 子 の 皮 疹 を,spontaneousregressionof

Bowenoidatypiaofthevulvaと し て 報 告 した.

以後 同 様 の症 例 の報 告 が 増 加 し,1979年Wadeら5)

は,こ れ ら外 陰 部 肛 門 部 に 発 症 す る 色 素沈 着 を伴 った
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多発性の斑 点状丘疹 は,発 症 年齢 がBowen病 に比

べ若 く,多 発性で,随 伴症状を欠 き,病 変部位が小 さ

く,肉 眼的所見が多彩で,包 皮輪状切除術を受けた男

性に発症す ることが多い:ことより,Bowenodpapu-

losisofthegenitaliaと 言 う名称を 提唱 し,現 在で

はBowenoidpapulosisと い う名称が 一般的 とな っ

ている.

本邦 におけ る本症の報告例は,1975年 山本 ら6)が報

告 して以来 自験例 を含め61例 である.そ の内訳は,女

子が35例,男 子が25例,性 別不 明が1例 と,女 子の

報告例が多 く認 め られ る.本 邦 における男子の報告

例6-18)の年齢別分布では,20歳 代が12例 と最 も多 く過

半数を 占め,続 いて30歳 代が6例,40歳 代 が3例,60

歳代が2例,50歳 代 と70歳代が各1例 の順 とな り,若

年者 に多 く発症する傾 向に あ り,Bowen病 の場合中

高年者 に 多 い の と異な って い る.発 生部位において

も,左 第1趾 間部に発生 した1例 を除き全例が外陰部

お よびその周辺で あ り,Bowen病 が全身に発症 しえ

るの とは異 なってい る.肉 眼的には,Bowen病 は単

発 のことが多 く,色 調は褐色調 ・赤色調で,表 面に落

屑 ・角化 ・痂皮 ・び らんを伴 うのに対 し,本 症は多発

性で粟粒大 の こ とが 多 く,色 調は黒色 または黒褐色

で,形 態は斑 ・丘疹 ・乳 頭腫状 と多彩な像を呈 し,表

面は平滑で多少光沢がある.組 織像は報告例すべ てが

TableI.25casesofBowenoidpapulosisobservedinman

No.報 告者 年 年齢 部 位 肉 眼 所 見 電 顕 像 治 療 法 経 過

1

2

3

4

5

6

7

8

9

to

lt

12

13

14

15

16

青木 等196333

山本 等197524

桑原 等19TT27

木村 等197834

水野 等197927

中川 等197932

中川 等197928

酒井 等197940

長井 等197926

石橋 等197941

大山 等197925

木村 等198027

丸尾 等198036

松山 等198036

古ltl箭i98128

牧 野 等198120

17宇 佐神等ig81

18児 島 等1982

19小 松 等1982

20木 村 等1983

21木 村 等198360

勿 服郁 等198526

沼 近藤 等1985T4

24稲 本 箒t98653

乃 自験 例198844

陰茎部周囲

冠状溝

包皮内板

陰茎根背部

陰 茎

外陰部

外陰部

亀頭右側

亀頭,包 皮

包 皮

冠状溝～包皮内板

陰茎根部

陰茎背面

不 詳

亀頭,包 皮

冠状溝～包皮

⑳ 冠状溝～包皮内板

28冠 状溝～包皮内板

60亀 頭包皮

30冠 状溝～包皮内板

亀頭包皮

亀頭包皮

陰茎外側面

左第1趾 間部

外陰部

密集した疵贅状皮疹 不 詳 不 詳

2㎜ の褐色丘疹 不 詳 電気焼灼

粟粒大黒褐色扁平丘疹 不 詳 経過観察

黒褐色丘疹～乳頭状皮疹 ウイルス様粒子(一)5FU,◎DT,液 体窒素

半米粒大淡褐色丘疹 ウイルス様粒子(一)経 過観察

黒褐色扁平一部乳頭腫状皮疹 不 詳 液体墾繁

黒褐色扁平一部乳頭腫状皮疹 ウイルス様粒子(一)液 体窒素

黒褐色扁平～半球状丘疹 不 詳 不 詳

黒褐色斑～淡褐色扁平丘疹 不 詳 一部摘出,一 部放射線照射

黒褐色扁平小丘疹 不 詳 不 詳

類円形黒褐色扁平丘疹 不 詳 矢追抗原注射

黒褐色半米粒大丘疹 ウイルス様粒子(一)経 過観察

2㎜ 黒褐色丘疹 不 詳 経過観察

灰 白色丘疹 不 詳 不 詳

粟粒大黒褐色斑～丘疹 ウイルス榛粒子(一)液 体窒素

半米粒大帯紫紅色扁平丘疹 不 詳 経過観察

半米粒大紅色扁平丘疹 不 詳 ブレオマイシン

黒褐色小丘疹 ウイルス様粒子(→5FU.◎OT

黒褐色扁平丘疹 ヒト乳頭腫ウイルス様粒子 液体窒素・ブレオマイシン局注

半米粒大紅色扁平丘疹 不 詳 経 過観察

帽針頭大の黒色丘疹 ウイルス様粒子(+)液 体窒素法

半米粒大帯紫紅色扁平丘疹GS抗 原(+)不 詳

小指頭大隆起性局面 不 詳 液体窒素法

7㎜ 紫褐色扁平隆起性丘疹 不 詳 経過観察

黒色扁平丘疹,乳 頭腫状皮疹 ウイルス様粒子(一)5FU

不 詳

両発(一)

自然消槌

再発(一)

自然消槌

再発(一)

再発(一)

不 詳

再発(一)

不 詳

消 裡

不 詳

不 変

不 詳

再発(一)

自然消裾

不 詳

再発(一)

不 詳

自然消槌

再髭(+)

不 詳

再憂(一)

自然消槌

縮 小
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Bowen病 の組織像を呈 してお り,Bowen病 と の鑑

別は困難で あ る が,電 顕的検 索が な され た8例 の う

ち,小 松 ら14),木 村 ら15)の報告例では ウィルス様粒子

を認めている.治 療方法では,経 過観察 が5働 抗癌

剤が3例,液 体窒素法 と抗癌剤の併用が2例 などで,

B(》wen病 の場合全例 に病巣 の完全摘出ま た は放射線

治療が行われ るのとは大 きな相違 がある.治 療後の経

過では,再 発 した も の や 進行癌 に進展 した ものはな

く,経 過観察 した7例 中5例 で 自然消裾を認めている

(Table1).

Bnweaoldpapulosisの 病因 として は,ス テ ロイ

ド,ビ タ ミンA,ポ ドフィルム樹脂,抗 真菌 剤,外

傷,包 皮環状切除atl9),内 分泌因子,ウ ィルス9)な ど

さまざまの因子 の可能性が報告 され て き た.こ の う

ち,ウ ィル ス説に.ついては,Friedri・ch20)は,電 顕的

に異型細胞核内に直 径200nmの 球 状粒子 を 見いだ

し,ま た血清学的に単純庖疹 ウィルスfi型 の抗体上昇

を認め,本 症の病因はヘルペ スウィルスであろ うと推

測 してい る、.木村 ら9)は,電 顕的に有棘層上部の表皮

細胞核 内に球状粒子 を散在性に認 め,尖 圭 コンジロー

ムに認め られ るヒ ト乳頭腫 ウィルス(HPV)と 類似

して い た と報告 している.Grossら2Dは,本 症12

例 のDNA分 析 を 行 い そ の結果全例 にHPV-16型

DNAを 認め た こ とを 報 告 して お り,現 在 で は,

HPVが 本症の病 因に関与 して い ると考 えられてい

る.

治療法に関 しては,本 症は一般 に良性 であると考え

られてお り,経 過観察 のみで よい との考 えが主流を占

めてい るが,平 井 らt2)は,Bowenoidpapulosisの

診断にて経過観察中に自然消裾傾 向にあった皮疹が再

び拡大 し有棘細胞癌 の像を呈 した女子 の例を報告 して

いるこ と,本 症の病 因 と考え られ ているHPV16の

DNAがBowen病 において も確認 され て い ること

23),ま た本症はSTDの 一つであ る と考え られ るよ

うに なって きている こと24)より,抗 癌剤の塗布,液 体

窒素法 などの根治的な治療が必要 と思われ る.ま た再

発例 の報告15)もあ り,治 療 後 も十分な経過観察 が必要

と思われ る.

結 語

肉眼的血尿 の精査 目的にて来院 し,陰 茎お よび外陰

部に黒色 の皮疹を認め,Bowcnoidpapulosisと 診断

された44歳 男子の症例 を報告す ると共に,若 干の文献

的考察を加えた。
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